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目的 
学生ジョブコーチ（Student Job-Coach; 略称SJC）とは、
応用行動分析の基礎を習得し、障害者の就労支援を行う学

生のことを指す。SJC の支援の軸は、①正の強化による行
動の選択肢の拡大、②JCのフェイディングを念頭に置いた
継続的就労支援の実行である。この観点からは、本研究が

対象としたホテルの清掃業務場面では、①当事者の自発的

な業務改善を促す支援方法の検討、②SJCの代行による「清
掃業務の備品管理報告」の当事者への移行が課題であった。

そこで、本研究では１）話し合い場面の設定が当事者の作

業工程の改善に関する発言、及び、実際の作業行動に及ぼ

す影響の検討（介入１）、２）当事者のアイデアに基づく、

適切な備品管理・報告行動の遂行を促す援助の方法の検討

（介入２）を目的とした。 
方法 

参加者：就労継続支援 B 型事業所の指定を受ける NPO
法人Xの成人利用者４名であった。期間：20XX年12月か
ら10ケ月、週３回であった。場面：町屋のホテルの清掃業
務場面、２名または３名でベッドメイキング、寝室、和室、

浴室、洗面台、台所、トイレの各場所を担当した。各場所

の清掃には、当事者の意見を基に作成された作業工程表が

用いられた。手続き 介入１：話し合いの場を２回、X 施
設にて設定した。１度目の話し合いの開始時に目的を教示

し、作業場所ごとに意見収集と作業時の映像を提示するビ

デオ・フィードバックを行った。２回目の話し合いの教示

では、１回目の話し合いの効果をグラフで参加者に提示し

た。介入２：手続きは、当事者の意見に基づく①備品管理

チェックリスト（CL）の作成、②CL の改良、③備品を収
納する環境整理の３ステップに分けられた。介入１、２と

もに話し合いの進捗、成果を視覚化できるよう、SJC が参
加者の意見をその場でマグネットに記入し、ボードに提示

した。参加者から意見がでない場合は、SJC が言語プロン
プトを提示した。 

結果 
介入１の結果を図１及び２に示した。話し合い場面での

参加者の変化として、マグネットの導入後、作業改善に関

する発言数の増加とともに、マグネットに関するコメント

が出現、増加した。また、ビデオ・フィードバックの提示

後に作業改善に関する発言数が増加した。実際の清掃場面

においては、介入後、ベッドメイキングにおける作業時間

が減少した。 
介入２の結果を図３に示した。介入後、参加者には欠品

の有無だけを記録する単純な備品管理・報告から、具体的

な数量把握に基づく備品管理・報告へと行動の質的改善が

生じた。ステップ２で新たに生じた参加者の反応として、

「CLに管理者のチェック欄を設ける、伝達事項をメモ書き
する」などの工夫が提案、実行された。作業時間はステッ

プ２から３でやや減少したものの、ステップ１よりは全体

的に長く、日によるばらつきも見られた。ステップ３の作

業環境の改善では、参加者から「備品の区別を容易にする

ラベルの貼付、収納具の導入」などの意見が出された。 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
考察 

介入１の結果より、話し合いの場の設定が当事者の作業

改善に関する発言を増加させた要因として、マグネットの

呈示とビデオ・フィードバックが効果的であった可能性が

示された。介入２のステップ２、３における参加者の反応

からは、本研究で用いた「当事者の意見の実現」を重視し

た行動的就労支援は、狭義の作業行動の質を高めるだけで

なく、「仕事から強化（やりがい）を得る環境を自己設定す

る」というセルフ・マネジメントを促進する援助の方法と

して機能しうる可能性が示された。 
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図１.１回目の話し合いの結果
矢印はビデオ・フィードバックの実施を示
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図２　ベッドメイキングの所要時間（分)
※白の棒グラフは、シーツに染みがあったため、つけ直したことを示す。
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